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今回の中身

•「その１」で方針

•「その２」では具体的な処理方法と短基線の実デー
タを使った結果（ただし電離層補正は無し）

•「その３」で電離層TEC推定の具体的方法＜＝完結
編の筈だった

•今回、電離層TEC推定方法を改良し、低SNR時の
TEC推定結果の評価を行なったので報告する



従来のバンド幅合成
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݂

数GHz～10GHz

BAND 1 BAND 2 BAND n BAND N

・・・・ ・・・・

݂

～1GHz

今までのバンド幅合成のスケール



広帯域バンド幅合成手法

1. まず基準とする観測（スキャン）を１つ決める

2. バンド毎に処理をして

1. バンド間遅延差を求める

2. バンド内位相特性差を求める

3. こうして得られた補正データで他の観測（スキ
ャン）も処理する

4. 広帯域バンド幅合成後の位相スペクトルを用い
て観測（スキャン）毎の電離層補正を行う

システムがある程度安定であることを仮定している

開始

参照スキャンの決定

校正情報を求める

終了

処理方法の簡単なまとめ

スキャン毎の処理を行う



開始

バンド毎に遅延残差決定し
クロススペクトルを求める

バンド間遅延差を決定

終了

校正情報の求め方

バンド内位相特性の差を決定

校正情報ファイルを作成

開始

クロススペクトルにバンド
内位相、バンド間遅延補正

サーチ関数を計算して
遅延残差を求める

残差補正後のクロススペク
トルを計算

電離層TEC、遅延を推定

電離層TEC推
定モード？

YES
NO

クロススペクトルにTECに
よる位相遅延を補正

サーチ関数を再計算して
遅延残差を求める

終了

スキャンごとの処理



ݎ1ܥܧܶ
ݎ2ܥܧܶ

at Reference Scan

これは位相校正情報に含まれてしまう
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電離層補正手法

1. クロススペクトルから群遅延（の周波数特性）
を計算

2. 群遅延モデルから遅延残差Δτc、ΔTECを推
定

3. 位相モデルからオフセット位相φcを推定

4. 位相モデルでφcを固定して、Δτc、ΔTECを
推定

5. ３，４のプロセスを計2回繰り返す

6. クロススペクトルにΔTECの補正を行う

7. 再度、遅延残差、遅延変化率残差を求める



開始

クロススペクトルから周波数ごとの群遅延を求める

群遅延モデルから遅延残差Δτc、ΔTECを推定

位相モデルからオフセット位相φcを推定

終了

位相モデルから遅延残差Δτc、ΔTECを推定

２回繰り返したか？

YES
NO

電離層（TEC)推定処理

周波数毎の群遅延の決定

B



得られる群遅延
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位相スペクトル



シミュレーションデータの作成

1. 生相関データ ＝＞クロススペクトル

ここで ：ラグ、 ：時間、 ：周波数

2. 電離層（ ）による位相遅延を受けたクロススペ

クトル ࢏ を次式で計算
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3. クロススペクトル ࢏ ＝＞相関データ ࢏

付加ノイズ
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TEC simulation data     100 TECU 付加ノイズなし

TEC simulation data     100 TECU 付加ノイズなし



After TEC estimation Estimated TEC= 100.0028 +/- 0.0007

After TEC estimation Estimated TEC= 100.0028 +/- 0.0007



付加ノイズはどのように与えるか
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ここのSNRは単位積分時間(1sec)周波数要素あたりのSNR

バンドあたりSNR=10の場合
(周波数要素あたりSNR=0.057に相当）

SNR=0.057
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付加ノイズ実際の相関関数より



バンドあたりSNR=10の場合 TEC推定無し
(周波数要素あたりSNR=0.057に相当）

バンドあたりSNR=10の場合
(周波数要素あたりSNR=0.057に相当）



バンドあたりSNR=10の場合 TEC推定後
(周波数要素あたりSNR=0.057に相当）

Estimated TEC
= 99.9938 +/- 0.0086

バンドあたりSNR=10の場合
(周波数要素あたりSNR=0.057に相当）

Estimated TEC= 99.9938 +/- 0.0086



∆TEC=100

バンドあたりのSNRとTEC推定結果

TEC推定結果



推定したΔTECが正しいかの検証

１．従来の２バンド法との比較

２．GNSS観測との比較
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ここで ଵ݂, ଶ݂ : RF周波数 ߬ଵ, ߬ଶ : 遅延

1. GNSS観測で得られたTECの汎地球データ（IONEXデータ）
を使用して、スキャンごとの天頂方向TEC (ZTEC)を内挿
によって求める

2. 各局ごとの視線方向のTEC (STEC)を求める
3. STECの差を求める

IONEXデータ ftp://cddis.gsfc.nasa.gov/gnss/products/ionex/2015/
226/jplg2260.15i.Z and  227/jplg2270.15i.Z

a=1.016+/- 0.0132 b=88.1149+/- 0.0050

１．従来の２バンド法との比較

y=ax+b



２．GNSS観測との比較

TECマップ(2015/08/14 06UT)

鹿嶋のZTEC
(2015/08/14 0h UT-08/15 24h UT)

実験期間



y=ax+b a=1.06+/- 0.04 b=-0.1285+/- 0.007

Hion=300km

２．GNSS観測との比較（鹿嶋でのZTECを使用）

スキャンごとの電離層通過点（Kashima)



実験期間中の日本周辺TECマップ
(2015/08/14 06h UT-08/15 15h UT)

y=ax+b a=1.11+/- 0.04 b=-0.136+/- 0.007

Hion=300km

２．GNSS観測との比較 （電離層通過点のZTECを使用）



GNSS観測との比較 （時系列表示）

Kp INDICES



観測方位角の時間変化

観測仰角の時間変化



仰角移動距離の時間変化

方位角移動距離の時間変化



まとめ

•広帯域バンド幅合成手法を確立

•電離層の推定法も確立

– 2段階に分けることによりロバストかつ高精度な
推定が可能になった

•今後、長基線データによる検証


